
事業の計画・内容

投入資源 事業実績

①投入人員

人件費合計（A）
②支出内訳 事業費（B)
（千円）

合計（A+B)
③財源内訳 特定財源
（千円）

一般財源
上記①～③に関する特記事項

評価指標

（ ）

（ ）

事業開始時からの状況変化及び事業の改善点等

・伊賀市に関わる様々な福祉課題を解決するための指針作りのため、平成18年6月に地域福祉計画を策定した。
・本計画は、平成18年度から平成22年度までの5ヶ年計画であり、3年を経過した平成20年度に見直しを行う。
・平成18年度以降は、計画の進行状況を把握するとともに、計画の普及啓発事業を重点的に行うため、各支所での講演会開催や住民自治協議会
への出前講座等を実施知る予定である。

実績値 目標値

0

国県支出金
地方債
受益者負担
その他特財

6,914

600

2,694

2,000
報酬
委託料

その他

4,294 900

6,454 3,060

6,454

1,000 0

担当部課名 地域福祉推進事業費健康福祉部　高齢障害課

2,160 2,160

0.5 0.3 0.3

根拠法令・要綱等平成

ソフト事業

地域福祉計画

事業名

基本施策

284

伊賀市　事務事業評価シート

策定することにより、伊賀市に関わる様々な福祉課題を解決するための指
針になるとともに、地域福祉活動の推進が図れる。

成果（どうなるのか）

伊賀市地域福祉計画策定事業

●地域福祉計画推進委員会の開催
●地域福祉計画ダイジェスト版の配布
●地域福祉計画講演会等の開催
●その他地域福祉計画啓発事業

社会福祉法第107条終了年度開始年度 平成 年度

事業の目的の成果を測る指標

352

3,600

6,914

962

3,314

作成者氏名

事
業
の
目
的

本
年
度
事
業
内
容

対象等（何を、誰を）

17

H19（予算）H17 H18（予算）

年度

4

4

4

評
価

有効性

達成度

効率性

4必要性

H17
単位

3,060

活動指標

推進本部検討会 回 0

500

400

3推進委員会開催数 回

5

総合相談支援窓口設置数 ヵ所 0 0 7

5

総合相談支援窓口設置数 設置数
0

目標

地域福祉圏域に1ヵ所ずつ設置することを設置目標に掲げており、
それを指標とする。

7

7

Ａ

総合評価

計画は平成18年度に策定したが、「絵に描いた餅」の計画にならないように、計画の推進を進めていく上
で、推進体制の確立は不可欠であり、普及啓発事業に取り組む必要性がある。

目標

H18（目標）指標設定の考え方

3 高齢者などを地域や集落で支える環境をつくる

コード 名               称 名            称コード

01

01
03

一般会計
民生費
社会福祉費
社会福祉総務費

会計
款

単位

01
項
目

H19（目標）H17

22-9657連絡先
108
02

細目

正規職員     （人）

地域福祉計画策定事業榊　光裕 細々目

H18 H19

0 3


